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閣
議
決
定
、憲
法
解
釈
を
変
更

　

政
府
は
１
日
夕
の
臨
時

閣
議
で
、
従
来
の
憲
法
解

釈
を
変
更
し
、
自
国
が
攻

撃
を
受
け
て
い
な
く
て
も

他
国
へ
の
攻
撃
を
実
力
で

阻
止
す
る
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
容
認
す
る
と
決

定
し
た
。
日
本
の
存
立
が

脅
か
さ
れ
る
な
ど
の
要
件

を
満
た
せ
ば
、
必
要
最
小

限
度
の
武
力
行
使
は
許
さ

れ
る
と
の
内
容
だ
。
関
連

法
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
密

接
な
関
係
が
あ
る
国
へ
の

攻
撃
を
阻
止
す
る
目
的

で
、
自
衛
隊
は
海
外
で
の

戦
争
に
参
加
可
能
と
な

る
。
１
９
５
４
年
の
自
衛

隊
発
足
以
来
堅
持
し
て
き

た
専
守
防
衛
の
理
念
を
逸

脱
し
か
ね
な
い
安
全
保
障

政
策
の
大
転
換
と
な
る
。

　

安
倍
晋
三
首
相
が
、
日

本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
の
変
化
な
ど
を
理
由

に
行
使
容
認
の
議
論
を
主

導
し
た
。

　

閣
議
決
定
に
、
自
衛
隊

の
活
動
範
囲
や
具
体
的
な

事
例
は
盛
り
込
ま
れ
ず
、

政
府
の
裁
量
の
余
地
を
残

し
た
。
歴
代
内
閣
は
平
和

主
義
を
原
則
と
す
る
憲
法

９
条
の
許
す
範
囲
を
超
え

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

る
と
し
て
集
団
的
自
衛
権

行
使
は
認
め
な
い
と
の
解

釈
を
継
承
し
て
き
た
。

　

閣
議
決
定
は
「
他
国
へ

の
武
力
攻
撃
で
も
目
的
、

規
模
、
態
様
に
よ
り
、
わ

が
国
の
存
立
を
脅
か
す
こ

と
も
あ
る
」
と
指
摘
し
、

新
た
な
武
力
行
使
３
要
件

を
列
挙
。
米
国
な
ど
を
念

頭
に
、
他
国
へ
の
攻
撃

で
、
日
本
国
民
の
権
利
が

根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白

な
危
険
が
あ
る
場
合
に
、

自
衛
の
措
置
を
取
る
こ
と

は「
憲
法
上
許
容
さ
れ
る
」

と
結
論
付
け
た
。
明
確
な

歯
止
め
が
か
か
る
保
証
は

な
い
。

　

政
府
は
、
自
衛
隊
法
な

ど
の
改
正
を
秋
の
臨
時
国

会
以
降
に
進
め
る
方
針

だ
。

専
守
防
衛
、逸
脱
も

集団的自衛権の行使容認を決める臨時閣議に臨む安倍首相
＝１日午後、首相官邸


